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『石岡みらい創造プラン』 

策定にあたって 
 

 

『石岡みらい創造プラン』を策定いたしました。これは，平成 33 年度までの

長期的な将来構想である『石岡かがやきビジョン』における将来像「誰もが い

きいきと暮らし 輝くまち いしおか」を実現するための具体的な行動計画でご

ざいます。 

本計画は市長任期と連動した平成 30 年度から平成 33 年度までの４年間の実

行性の高い行動計画です。将来像の実現に向け，当市の抱える課題や多様な市

民ニーズに的確に対応するため，４年間の市の方針を定め，効果的なまちづく

りを実施してまいります。 

本計画では，『石岡かがやきビジョン』で掲げた７つの政策目標を達成するた

め，47 の基本施策を設定しました。それぞれ施策ごとに現況と課題を掲げ，中

長期的視点での施策の将来像と，その達成に向けた数値目標を設定し，その指

標達成に向けた具体的な取り組みを記載しております。 

また，重点的に実施するリーディングプロジェクトにつきましては，市の「み

らい創造」に向け，６つのプロジェクトを位置付けています。これらのプロジ

ェクトについては，通常の事務事業や施策の垣根を越えたプロジェクト展開に

より，効果的に推進していきます。 

さらに，施策を展開していくにあたり，環境の変化や多様な市民ニーズに的

確に対応するため，計画・実行・評価・改善のいわゆるＰＤＣＡサイクルを用

いながら，継続的に業務改善を図るなど，運用面においても実行性の高い計画

となるよう努めてまいります。 

 

 

         石岡市長 

            今泉 文彦 
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１ アクションプランについて              

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ アクションプランの構成と趣旨                   

策定する計画は，将来ビジョン（将来構想）である「石岡かがやきビジョン」

（別冊）とアクションプラン（行動計画）である「石岡みらい創造プラン」（本

冊）で構成されています。 

将来ビジョンは，長期的な展望に立ち，石岡市の目指すべき将来像とその実

現のための政策展開の基本方針を示すものとして策定されました。 

アクションプランは，将来ビジョン実現のための施策の展開方向や成果指標，

主な活動を分野別に示した，市長任期と連動した実行性の高い計画であり，石

岡市が直面している課題に対応しつつ，将来ビジョンで見据えた目指すべき将

来像に向けた礎づくりと，リーディングプロジェクトによる魅力的なまちづく

りを進めていくため，市長の任期期間で何を目指し，どのように行動していく

のかを示す計画として策定します。 

 

２ アクションプランの期間                     

 策定するアクションプラン（石岡みらい創造プラン）は，市長の政策提案を

踏まえ，石岡市が直面する課題を克服し，将来像「誰もが いきいきと暮らし 輝

くまち いしおか」実現のため，市長任期に合わせ，平成 30 年度から平成 33 年

度までの４年間の施策目標を設定するとともに，魅力あるまちづくりのため，

通常の事務事業や施策の垣根を越えたリーディングプロジェクト（石岡みらい

創造プロジェクト）を設定します。 

 

（アクションプランの期間） 

 

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 

将来ビジョン 
石岡かがやきビジョン（10 年間） 

アクションプラン 

石岡かがやき 

プラン（２年間） 

        

  アクションプラン 

石岡ふるさと再生プラン 

（4 年間） 

    アクションプラン 

石岡みらい創造プラン 

（4 年間） 

    
市長任期 市長任期 市長任期 
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３ アクションプランの進行管理                   

アクションプランを着実に実行していくため，ＰＤＣＡサイクルにより毎年

度，進捗状況を踏まえた内容の見直しを行います。 

アクションプランは実行性の高い行動計画であるとともに，環境の変化や多

様な市民ニーズに的確に対応するため，毎年度の進行管理・内容の見直しによ

り，改善を続ける計画でもあります。 

  

【ＰＤＣＡサイクルのイメージ】 

 

PLAN （計画) … 現状や課題を整理して計画を立てることです。 

DO （実行） … 計画に沿って事業を実行することです。 

CHECK （評価） … 事業実施により得られた成果を評価することです。 

ACT （改善） … 評価を踏まえて実施事業の改善をすることです。 

PLAN 

(計画) 

DO 

(実行) 

CHECK 

(評価) 

ACT 

(改善) 
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第２章 アクションプラン     

        （行動計画）             

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 
１ 市の方針              
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（１）市の方針とは                       

市の方針とは，将来ビジョン実現に向け，アクションプラン全体において重

点的に実施することを示すものです。当市の抱える課題や多様な市民ニーズに

的確に対応する４年間の市の方針を定めることにより，全施策において，統一

性のある事業展開を図り，限りある財源の中で，より効果的なまちづくりを図

っていきます。 

 

（２）当市の状況について                    

当市の人口は，平成 17年の合併時から７千人以上減少しており，その対策は，

市の活力維持を図る上では喫緊の課題となっています。近年では，人口の社会

動態による減少が縮小している傾向にあります。しかし，若い世代の転出が多

い傾向にあることや，出生数の低下が生じており，少子化と高齢化の進行とと

もに生産年齢人口の減少が見込まれています。 

そのような中，常磐線の東京駅・品川駅乗り入れや石岡駅の橋上化整備など

都市の魅力の向上や，筑波山地域のジオパーク認定など，新たな地域づくりの

可能性が高まっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

出生 死亡 計 転入 転出 計
H26 76,713 △ 648 511 897 △ 386 2,233 2,495 △ 262
H27 76,020 △ 742 545 958 △ 413 2,328 2,657 △ 329
H28 75,346 △ 718 508 964 △ 456 2,163 2,425 △ 262
H29 74,666 △ 704 463 943 △ 480 2,162 2,386 △ 224

年
人口
(10.1)

人口動態
(1～12月)

自然動態 社会動態

（茨城県常住人口調査） 

・年齢別社会動態（平成 28 年１月～12 月） 

（参考）石岡市の人口動態 

若い世代の 
転出が多い 

人数 

年齢 
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（３）目指す将来像について                      

市の将来構想である石岡かがやきビジョン（平成 24 年度～平成 33 年度）に

おいて，市の目指すべき将来像を次のように定めています。 

 

将来像 「誰もが いきいきと暮らし 輝くまち いしおか」 

 

目指すべき将来像は，当市が将来にわたって「住み続けたいまち」「住んでみ

たいまち」であるために，市民誰もが健康で生きがいを持って心豊かに暮らせ

る，安全で安心なまちづくりの姿を示し，そして，地域全体が一体となって若

い世代を育み，誇りを持って「石岡が大好き」と言える魅力あふれる輝くまち

づくりを市民と行政の協働により進めていく姿を示しています。 

 

（４）４年間の市の方針                     

当市の厳しい現状を真摯に受け止め，将来像である「誰もが いきいきと暮ら

し 輝くまち いしおか」を目指すため，また，首都圏のなかでも個性輝く魅力

的なまちとするため，市の「みらい創造」に取り組みます。 

 

  
 

少子化，高齢化とともに，人口減少が進むなか，「住んでみたいまち」「住み

続けたいまち」であるために，人口減少に歯止めをかける施策と人口減少・高

齢化社会に対応するための施策をバランスよく実行していく必要があります。 

そのため，人口減少に歯止めをかける施策として，結婚・子育てがしやすい

環境づくりや就労機会の充実を推進します。 

そして，人口減少・高齢化社会に対応するための施策として，公共施設の適

正配置や持続可能な公共交通機関など，コンパクトな都市構造への転換が求め

られているなか，安全・安心，そして快適に生活できる環境づくりを図ります。

さらに，高齢化が進むなか，健康で生涯にわたり現役で暮らせる環境づくりを

推進します。 

また，ふるさと石岡を未来に引き継ぎ，誇りを持って「石岡が大好き」と言

える魅力的なまちづくりのため，地域資源の魅力の向上と情報発信を積極的に

実施します。さらに，地域の素材を利用した石岡ならではの教育の充実を進め，

未来の担い手育成に努めます。 

これらの取り組みを推進するため，重点的に実施するリーディングプロジェ

クトと全ての施策，事務事業において常に取り組む施策共通テーマを定めます。 

  

みらい創造とは 
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誰もが いきいきと暮らし 輝くまち いしおか 

将来構想 石岡かがやきビジョン 

行動計画 石岡みらい創造プラン 

み ら い 創 造 

4 年間の市の方針 

共通テーマ 

人口減少対策 協働 行財政改革 

リーディングプロジェクト 

結婚・子育て応援プロジェクト 

教育改革プロジェクト 

生涯現役・健康プロジェクト 

安全・安心・快適生活プロジェクト 

雇用・産業充実プロジェクト 

魅力アップ観光交流プロジェクト 
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２ リーディングプロジェクト                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１）リーディングプロジェクトとは               

リーディングプロジェクトとは，将来ビジョン実現に向けアクションプラン

全体を先導する事業のまとまりのことです。通常の事務事業や施策の垣根を越

えたプロジェクト展開により，限りある財源の中で，より効果的な施策展開を

図っていきます。 

 

（２）リーディングプロジェクトの位置づけ            

 

 

 

 

（３）リーディングプロジェクトの紹介              

アクションプラン計画期間内に実施するプロジェクトとして，市の方針に基

づき，みらい創造に向けて実施していくプロジェクトを６本設定しました。 

アクションプラン期間内においては，特にこれらに力を入れて取り組むとと

もに，市内外への積極的な情報発信に努めます。また，アクションプラン期間

内に事業実施に至らなくても，将来に向けて検討を進める事業は採用し，事業

の進捗状況や今後の社会状況の変化等に応じて，プロジェクトを構成する事業

の組み合わせは柔軟に対応していきます。 

将来ビジョン（10年） アクションプラン（４年）

市
の
方
針

将
来
像

政策目標

基
本
理
念

政策目標

政策目標

基本施策

基本施策

基本施策

事務事業

事務事業

事務事業

リーディングプロジェクト

プロジェクト 事務事業

プロジェクト 事務事業
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結婚・子育て応援プロジェクト 

教育改革プロジェクト 

 人口減少に歯止めをかけるため，出生率の向上が課題となっ
ており，安心して結婚・子育てをすることができる環境の充実
が必要となっています。 
 石岡市では，子どもの健康や子育てに要する費用の支援な
ど，様々な事業に積極的に取り組んでいます。 
 少子化と多様化する子育て需要に対し，安心して子どもを生
み育てやすい環境を整え，子育て世代に魅力的なまちづくりを
目指します。 

AETによる指導の様子 

地域子育て支援センター 

 石岡市には，豊かな自然，歴史があり，地域の素材を利用
した，市ならではの教育を推進することのできる環境があり
ます。 
 児童・生徒が健やかに育ち，豊かな心と生きる力，確かな
学力を身につけられるよう未来の担い手育成に努めます。 
 また，地域と連携し，児童・生徒がいきいきと学べる創意
と活力に満ちた学校づくりに取り組み，子育て世代に魅力的
なまちづくりを目指します。 

石岡 みらい創造 プロジェクト 

み 

ら 

い 

創 

造 

魅力アップ観光交流プロジェクト 

生涯現役・健康プロジェクト 

安全・安心・快適生活プロジェクト 

教育改革プロジェクト 

雇用・産業充実プロジェクト 

結婚・子育て応援プロジェクト 共
通
テ
ー
マ
（
人
口
減
少
対
策
・
協
働
・
行
財
政
改
革
） 

18



魅力アップ観光交流プロジェクト 

 石岡市は，豊かな自然や歴史・文化などの様々な地域資源が
多くあります。 
 これらの地域資源の魅力の向上を図るとともに，市内外に情
報発信をすることで，交流人口の更なる増加を図るとともに，
首都圏のなかでも個性輝く魅力的なまちづくりに取り組みま
す。 

恋瀬川から望む筑波山 

生涯現役・健康プロジェクト 

 長寿社会の到来によって高齢者の人口比率は増加し続けてい
ます。人生の中で培ってきた豊かな知識や経験を，地域社会の
活性化につなげていく視点が重要となり，生涯にわたり現役で
暮らせるまちづくりを目指します。 
 また，2019茨城国体や東京2020オリンピック・パラリンピッ
クを契機としたスポーツの振興を図り，誰もが健康で生活でき
る環境づくりをすすめます。 八郷運動公園の 

ウォーキングコース 

安全・安心・快適生活プロジェクト 

 日常における安全への備えが重要だと強く認識されていま
す。市内全域での防災行政無線の運用を開始し，災害に対する
備えの充実に努めてきました。さらに，安心して暮らせる環境
を整えるため，防災や防犯に関する取り組みを推進します。 
 また，市民生活の向上や産業の振興に欠かせない都市基盤の
充実を図り，快適で活力のある都市づくりをすすめます。 

平成28年に完成した石岡駅 

雇用・産業充実プロジェクト 

 働く世代の転出抑制，転入促進のため，雇用の創出を図る
ことが必要となっています。 
 そのため，市の強みを生かし，農業の振興や，企業の誘致
など，産業の振興を図ります。 
 市内の就業機会の充実を図り，働く世代に魅力的なまちづ
くりに取り組みます。 

新規就農者支援 
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３ 施策共通テーマ                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（１）施策共通テーマとは                    

基本施策のうち，市の全ての施策に共通して取り組むべきものについて，施

策共通テーマとして記載します。 

施策共通テーマは，市の将来像実現のために展開される全ての施策，事務事

業において常に取り組むべきものです。 

 

（２）人口減少対策の推進                    

①人口減少対策とは 

本市の人口は国全体よりも早い平成７年（1995年）から減少に転じています。

更に日本創成会議が発表した資料では，子どもを生み育てる若年女性（20代・30

代）が半減する「消滅可能性都市」に該当しているなど，本市の人口は今後これ

まで以上に急速な減少が予測されています。 

人口の減少は消費や経済力の低下を招き，今後の経済社会や一人ひとりの生活

に大きな影響を及ぼすことが懸念されており，本市においても人口問題への対応

が喫緊の課題となっています。 

 

②人口減少対策の進め方 

人口減少が進展するなか，住み慣れた地域で安心して住み続けることができ

るようにするため，「人口減少対策」を施策共通テーマとして位置付けます。 

平成２７年１０月に策定した「まち・ひと・しごと石岡市創生総合戦略」の

なかで掲げている基本目標「時代に合った地域をつくり，安心で心豊かな暮ら

しを守る」の実現に向け，以下の取り組みを推進します。 

 

○時代に合った地域をつくる 

・良質かつ持続可能な公共施設サービスの実現 

・コンパクトな都市構造の検討 

・小中学校の適正規模・適正配置の検討 

 

○安心で心豊かな暮らしを守る 

・空き家の適正管理の推進 

・持続可能な公共交通ネットワークの検討 

・地域コミュニティの維持，強化 
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（２）協働によるまちづくりの推進                

①協働によるまちづくりとは 

 近年，少子高齢化の進行，市民ニーズの多様化，地方分権の進展など，社会情

勢が大きく変化する中で，私たちは，環境，福祉，教育など暮らしに密接に関わ

る分野で，様々な課題に直面しています。 

 これらの課題を解決するには，市民と市が連携，協力し，まちづくりに取り組

んでいくことが一層大切です。 

 これらの課題を解決するには，市民，地域コミュニティ，市民公益活動団体,

事業者が,市と連携，協力し，まちづくりに取り組んでいくことが一層大切です。 

そのため，市は協働の基本的ルールである「石岡市協働のまちづくり条例」を

制定し，取り組みを進めています。さらに，条例で定めた役割を実践していく仕

組みづくりを構築していきます。 

 

②協働のまちづくりの推進の基本理念と役割 

 条例では，より良い地域社会の実現のため，協働のまちづくりの基本理念を定

めるとともに，市民，地域コミュニティ等と市の役割及び相互の関係を定めてい

ます。 

 

基本理念 

 

 

 

 

(市民の役割) 

・地域の課題等に対し自発的に取り組むよう努める。 

・市民公益活動及び市政に積極的に参加するよう努める。 

 

(地域コミュニティの役割) 

・地域住民のつながりを強くするとともに，地域の課題等の解決に向けて計画的 

 に取り組むよう努める。 

・地域住民の積極的な地域活動への参加を求め，より良い地域づくりに努める。 

 

(市の役割) 

・市政に市民等が参加できるための施策を積極的に提供するよう努める。 

・市民等と連携，協力するとともに，協働のまちづくりを推進するため，適切な 

 施策を実施するよう努める。 

(1)市民等及び市は，相互の特性及び役割を理解し，連携，協力すること。 

(2)市民等及び市は，相互に対等な立場で自主性及び自立性を尊重すること。 

(3)市民等及び市は，相互に必要な情報を提供し，共有すること。 
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（３）行財政改革の推進                     

①行政を取り巻く背景 

地方自治体は,その最大の目的である「住民福祉の増進」を図るため,安定的・

持続的に公共サービスを提供していく必要があります。 

しかし,人口減少や少子高齢化の進行,高度化・多様化する公共サービスへの需

要など,本市を取り巻く環境は大きく変化をしています。また,公共サービスを実

施する上でも,人的・財政的制約が大きくなっています。 

このような中,市民に期待される公共サービスを実施し,かつ,公共サービスを

向上させるためには,「最小の経費で最大の効果を上げる」「組織及び運営の合

理化に努める」といった従来の削減型の行財政改革だけでなく,市民と行政との

協働の推進や事業の再評価・重点化，行政の担うべき分野や行政資産の配分の見

直しなど，多様な行財政改革が求められています。 

②行財政改革の取り組み 

このような背景の中，市民に期待される公共サービスを実施し，「石岡みら

い創造プラン」を実現するため，「行財政改革の推進」を施策共通テーマとし

て位置付けます。 

この改革においては，先にあげた背景を踏まえ，平成 27 年３月に第２次石岡

市行財政改革大綱を策定し，将来にわたり公共サービスを維持・向上させるた

めに，『行政資産の強化と公共サービスの最適化』をテーマに掲げ，計画的に

取り組んでいます。さらに，平成 29 年３月に石岡市公共施設等総合管理計画を

策定し，公共施設の適正な維持管理の取り組みを進めています。 

 

 

 

○『行政資産の強化』とは 

公共サービスを提供するために必要となる，「人財（ヒト）」「財産（モノ）」

「財源（カネ）」の「３つの財」と「情報」を「行政資産」と位置付け，この

行政資産を強化することにより，資産配分の選択肢を増やします。 

○『公共サービスの最適化』とは 

市民満足度が高い公共サービスを実施するため，市が保有する限られた行政

資産を最も有効に活用し，公共サービスの選択と集中を行う「資産配分の最適

化」を行います。また，高度化・多様化する公共サービスへの需要（ニーズ）

にこたえるため，行政以外の民間の力を活用する「提供主体の最適化」を行い

ます。 

これらの最適化により，本当に必要な公共サービスを，最も適切な量と質，

提供主体，提供方法で行います。 

大綱のテーマ「行政資産の強化と公共サービスの最適化」 
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４ 施策別行動計画（基本施策）                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



（１）施策別行動計画（基本施策）とは                     

施策別行動計画（基本施策）では，施策単位で，長期的視点（将来ビジョン

目標年次である平成 33年度または，それ以降）での将来像を見据えつつ，中期

的視点（アクションプラン目標年次である平成 33年度を展望）に立った将来像

実現のために，石岡市のおかれている現況と課題を把握し，アクションプラン

期間内において，主要事業に代表される各種事業を実施していきます。 

また，施策展開の進捗状況については，成果指標を設定することで継続的に

検証し，より効果的・効率的な取り組みとなるよう，ＰＤＣＡサイクルに活用

していきます。 

 

（２）基本施策の位置づけ                    

 「政策」と「施策」，「施策」と「事務事業」はそれぞれ目的と手段の関係に

なっています。将来ビジョンにおける「政策」とは，将来像実現のために市が

目指すべき部門別のまちづくりの方向性や目的を示すものであり，「施策」とは

将来ビジョンに明記された「政策目標」達成のための手段であり，「事務事業」

とは施策を実現するための具体的手段，つまり予算に直結した個別事業を指し

ます。 

 

 

 

目的 手段  

 目的 手段 

将来ビジョンに記載 アクションプランに記載 
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時代の変化に的確に対応できるまちへ（行政運営・経営）

・男女共同参画社会の実現に向けて，男女共同参画に対する正しい理解を深めるとともに，性別
による固定的役割分担意識の転換を図っていく必要があります。
・育児休暇，介護休暇等の支援制度について，制度内容について広く周知するとともに，利用可
能な環境整備を進めていく必要があります。
・仕事と家庭・地域活動を両立させるため，企業経営に携わるすべての従業員（経営者・管理職
を含む）の意識改革や，働き方（仕事の進め方）の見直しを促進していく必要があります。
・市審議会等における女性委員の割合を高めるとともに，あらゆる分野での女性の参画を促進し
ていく必要があります。

・男女共同参画に関する正しい理解の浸透と理念の普及啓発を進めます。
・家事・育児への参加に関する男性の意識改革や育児・介護休業制度等の利用拡大など，性別に
よる固定的役割分担意識の見直しを図ります。
・市の政策・方針決定過程への女性の参画拡大を図ります。

男女共同参画の推進

施策の将来像

○　将来像 （長期）

・経済，行政，地域活動のあらゆる分野において女性が活躍できる社会を目指します。
・ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を推進し，男女がともに働きやすい就業環境
の整備を目指します。
・男女がともに安全・安心に暮らせる社会の実現を目指します。

●　将来像 （中期）

（３）ページ構成

現況と課題

□　現状

・市報等を通じた情報発信やセミナー開催等の啓発活動により，男女共同参画に対する理解を進
んでいるものの，世代間でみると大きな差が見受けられます。
・育児休暇・介護休暇等，男女双方が仕事と家庭・地域生活を両立させるための支援制度も増え
てきていますが，制度の周知や制度が利用しやすい環境の整備が不十分な状況です。
・各審議会等の委員への女性の登用を進めていますが，その比率は伸び悩んでいる状況です。
・より効果的に男女共同参画に関する意識づくりを行うため，小中学生など若い世代に対する啓
発活動に取り組んでいます。

■　課題

基本 

施策 

【施策の将来像】 
（長期） 

・長期的視点（平成

33年度または，それ

以降）に立ち，どの

ような石岡市を目指

すのかを記載してい

ます。 
  

（中期） 

・中期的視点（平成

33年度を展望）に立

ち，どのような石岡

市を目指すのかを記

載しています。 

【基本施策名】 

【現況と課題】 
・施策推進の根拠
となる，現況と課
題について記載し
ています。 
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.

単 位

％

％

％

％

12.0（H28)
石岡市男女共同参画基本計画を
知っている市民割合

石岡市男女共同参画基本
計画の認知度

主要事業

性別による固定的役割分
担意識を持たない市民の
割合

「男は仕事，女は家庭」という
考え方に賛同しない市民の割合

・第２次石岡市男女共同参画基本計画

事　　　業　　　名

事　 業　 概　 要

担　　　当　　　課

市政に関心のある女性を募集・登録しデータベース化，審議会等の委員選定
時に利用する制度です。

石岡市女性人材登録制度

政策企画課

関連計画

事　　　業　　　名 セミナー・講演会等の開催

事　 業　 概　 要 男女共同参画社会の実現へ向けたセミナー・講演会等を開催します。

担　　　当　　　課 政策企画課

事　　　業　　　名 小中学生向け出前授業

政策企画課

成果指標

◆　成果指標 （将来像に向けた数値目標）

60

5034.7（H28)
市内事業所におけるワーク・ラ
イフ・バランスに取り組む企業
の割合

指 標 の 説 明 現　状　値 目　標　値指　標　名

3023.6（H28）
市の審議会等における女性委員
の割合

審議会等委員の女性の登
用率

30

事　 業　 概　 要
性別による固定的役割分担意識の転換を図るため，小中学生を対象に出前授
業を実施します。

担　　　当　　　課 政策企画課

市内事業所におけるワー
ク・ライフ・バランスの
推進状況

54.3（H28)

◆　主要事業 （成果指標達成に向けた取り組み）

【成果指標】 
・施策を推進することによって得られる

「成果」を検証するために設定する指標

です。 

・目標値はアクションプラン目標年次で

ある平成33年度を見据えています。 

【主担当課名】 

【主要事業】 
・アクションプラン
期間内における主要
事業を記載していま
す。 

【関連計画】 
・施策展開において関連する，計画名称
を記載しています。 
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人
が
輝
く 

共
生
・協
働 

【基本理念】 【将来像】 【政策目標】 【基本施策】 

時代の変化に的確に対
応できるまちへ 

（行政運営・経営） 

人と自然が調和し生活環
境が充実したまちへ 

（生活・環境） 

健康で笑顔があふれる
のびやかなまちへ 

（健康・福祉） 

豊かな生活を支える活力
ある産業を育むまちへ 

（産業・経済） 

誰もが快適に暮らせる都
市機能が充実したまちへ 

（都市基盤） 

歴史・文化・未来を育む
学びのまちへ 

（教育・文化） 

災害に強く安心して暮ら
せるまちへ 

（消防・防災） 

安
全
・安
心 

誰
も
が 

い
き
い
き
と
暮
ら
し 

輝
く
ま
ち 

い
し
お
か 

◆企業誘致の推進・工業の振興 
◆商業の振興・中心市街地の活性化 

◆農林業の振興 
◆観光業の振興 

◆駅周辺・市街地の整備 
◆公共交通機関の充実 
◆道路の整備 
◆計画的な土地利用の推進 
◆下水道の整備 
◆公園・緑地の整備 
◆住宅の整備 
◆地域に調和した景観の整備 
 

◆消防・救急体制の充実 
◆防災機能の整備・強化 
◆防災体制の充実 
◆地域防災力の向上 

◆交通安全の推進 
◆防犯対策の充実 
◆消費生活の安全確保 
◆省エネルギーの推進・新エネルギー 
  の導入促進 
◆上水道の整備 
◆循環型社会の構築 
◆環境保全の推進 
◆協働によるまちづくりの推進 
 

◆健康づくりの推進 
◆地域医療の充実 
◆子育て環境の充実 
◆高齢者福祉や介護予防の充実 
◆障がい者福祉の充実 
◆地域福祉の充実 
◆生活困窮者等の自立支援 
◆社会保障制度の安定した運営 

◆積極的な情報発信と対話の充実 

◆庁舎の整備・行政サービスの充実 

◆地域情報化の推進 
◆広域行政の推進 
◆男女共同参画の推進 
◆国際交流の推進 
◆人材育成の強化 
◆行財政改革の推進 
 
 
 

◆創意ある学校教育の推進 
◆学校施設の整備・充実 
◆生涯学習の推進 
◆生涯スポーツの推進 
◆文化・芸術の推進 
◆青少年の健全育成 
◆歴史・文化財の保護・活用 

施策の大綱（参考）                
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